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研究要旨 

【背景】5-ALA による大腸腫瘍の蛍光イメージングを検討する。 

【方法】内視鏡治療、外科切除が予定されている大腸上皮性腫瘍 23 症例 27 病変を

対象とした。5-ALA(20mg/kg)を内服投与し，病変を研究用内視鏡，VLD-EX を使用し

て赤色蛍光の有無を検討した。 

【結果】結腸/直腸；18/9，表面型/隆起型；12/15，腫瘍径中央値 30mm ，腺腫/M

癌/SM 癌；8/9/10 であった。赤色蛍光陽性率は 81.5%(22/27)、組織型別では，腺腫

62.5%(5/8)，M 癌 77.8%(7/9)，SM 癌 100%(10/10)であった。 

【考察】蛍光イメージングが可能であり、蛍光陽性率は深達度に関連した。 
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Ａ．研究目的 

5-アミノレブリン酸(5-ALA)はそれ自

体に光感受性はないが，人体に取り込

まれると細胞内で代謝されて蛍光物質

であるプロトポルフィリン IX（PpIX）

に変化する。PpIX は癌組織内に多く集

積する特徴があり，特定の波長で励起

すると赤色蛍光として観察され，癌の

認識が可能であるとされている。この

原理を利用し，脳腫瘍や泌尿器の分野

ではすでに臨床応用されている。消化

管でも研究が進みつつあるものの，大

腸腫瘍における臨床的有用性に関する

報告はまだ少ない。本研究では 5-ALA

による新たな大腸腫瘍のイメージング

の可能性・有用性につき検討した。ま

た、colitic cancerにおける蛍光イメージ

ングについて検討した。 

 

   Ｂ．研究方法 

検討①大腸腫瘍・早期癌を有し，本研

究に同意が得られ，文書にてインフォ

ームドコンセントを取得できた 23 症

例 27 病変を対象とした。

5-ALA(20mg/kg)を内服投与し，3-6 時

間後に病変を富士フィルム社製の研究

用内視鏡(XG-0001)，SBI ファーマ社製

の内視鏡鉗子孔から挿入可能なファイ

バーおよび紫色半導体レーザー光源

（VLD）を用いた VLD-EX〔波長照射

(405-410nm) / 計測(636nm)兼用機器〕

を使用して，臨床病理学的特徴および

赤色蛍光の視認の有無を検討した。 

検討②潰瘍性大腸炎を背景とした大腸腫

瘍性病変(colitic cancer)の検出能向上の

ため、ALA内服後に通常光内視鏡に加え

て、自家蛍光内視鏡(AFI)や Blue Laser 

Imagingを用いて大腸内視鏡を施行した。 

本研究は「世界医師会ヘルシンキ宣言

（2013 年フォルタレザ改正）」 および

「臨床研究に関する倫理指針（平成 20 

年 7 月 31 日全部改正）」に従っておこ

なった。 

 

   Ｃ．研究結果 

結果①臨床病理学的特徴は男/女；

12/11，年齢中央値 66歳 (範囲 52-85)，

結腸/直腸；18/9，表面型/隆起型；12/15，

腫瘍径中央値 30mm (範囲 10-75)，腺腫

/M 癌/SM 癌；8/9/10，内視鏡治療/手

術；20/7 であった。 

全 体 で の 赤 色 蛍 光 の 陽 性 率 は

81.5%(22/27)であった。組織型別の検

討では，腺腫では 62.5%(5/8)，M 癌で

は 77.8%(7/9)，SM 癌では 100%(10/10)

と，腺腫ではやや低かったものの，深

達度に比例して赤色蛍光の陽性率は上

昇傾向を示した。また肉眼型に隆起成

分(1s)を含むものは含まないものと比

較し，蛍光陽性率は 93.3%(14/15) vs. 

63.6%(7/11)，腺腫では 100%(5/5) vs. 

0%(0/3)，M 癌では 83.3%(5/6) vs. 

66%(2/3)と，腺腫や M 癌であっても隆

起成分を含むものの方が蛍光陽性率は

高率であった。 

②Colitic Cancer は白色光観察では診

断が困難であるが、AFI では認識が可

能であった。 

 

Ｄ．考察 

本研究によって、5-ALA内服後に大腸腫

瘍性病変の赤色蛍光をリアルタイムに観

察可能であった。また、その蛍光波長と

相対的蛍光強度(636nmと 626nmの蛍

光強度の差)を VLD-EXにて客観的に確

認することが可能であった。 
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今後 5-ALAを用いた蛍光イメージング

をさらに発展させるためには、更なる症

例集積のもとに赤色蛍光が得られる病変

の組織型を含めた臨床病理学的特徴の解

析や、VLD-EXにおける相対的蛍光強度

の至適閾値の設定、より励起光を照射し

てかつ広域な観察が可能な専用内視鏡の

開発が必要と考える。 

さらに、この蛍光イメージングは、外科

手術例の浸潤癌におけるリンパ節転移、

腹膜播種の診断にも応用可能と考える。

今後は転移巣における蛍光イメージング

と原発巣イメージングとの相関を検討し、

原発巣の蛍光イメージングから術前に転

移予測が可能か評価し、術中イメージン

グの臨床試験を計画する予定である。 

 

Ｅ．結論 

5-ALA 内服後により大腸腫瘍性病変の

赤色蛍光をリアルタイムに観察可能であ

った。その蛍光陽性率は，深達度に比

例して上昇傾向を示した。また、隆起

成分を含むものは陽性率が高いことが

示唆された。 

また、AFIが通常光内視鏡で診断困難な

colitic cancer の診断に有用である可能

性が示唆された。 

 

Ｆ．健康危険情報 

対象症例 23 例中 5例に嘔吐，1例に発

疹を認めたが，いずれも軽微であった。 
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Nakajima Takahisa Matsuda and 

Yutaka Saito: Evaluation of a New 
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